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ダ ウ ン ロ ー ド し た

「InputOne2010.zip｣を解凍すると

新しく「inputonev2010｣というフォ

ルダーが作成されます。 

 

inputonev2010 というフォルダーが

作成されますので､そのフォルダーを

開いてください。 

 

inputonev2010 のフォルダーの中に

は 「 Inputonev2010.xlsm 」 と

「 readmeiov2010.htm 」 お よ び

「usermv2010.pdf」の 3 つのファイ

ル が 入 っ て い ま す 。

Inputonev2010.xlsm は ､ 通 常 の

Excel フ ァ イ ル で す 。

readmeiov2010.htm は説明ファイル

です。usermv2010.pdfは図入りのこ

の解説書です。一度目を通しておいて

ください。 



 

使用期限まであと？日ですというメ

ッセージが表示されます。使用期限が

過ぎると開始メニューが表示されな

くなり､更新を促す更新メニューが表

示されます。この更新メニューにパス

ワ ー ド を 入 力 し な い と 再 び

Inputonev2010 を使うことは､出来

ません。 

 

使用期限のメッセージの「OK」を押

すと左図のような開始メニューが表

示されます。 

一番左下の「ヘルプ」を押すと

Inputonev2010 の流れが､表示され

ます。 

各ボタンに付けられた番号は

Inputonev2010 の大体の流れをあら

わしています。初めて使われる方は､

1 番の年度末処理のデータを入力し

てから､2 番の前期末入力で､前期末

残高の入力を行ってください。テスト

を行いたい場合には､3 番のテスト入

力を､すぐに伝票入力を行いたい方

は､4 番の伝票入力を押して下さい。5

番の月末処理は､ある程度伝票を入力

しないと動作しません。4 番の伝票入

力さえ終われば､5 番の月末処理で､

各種帳簿や貸借対照表・損益計算書

が､全ての入力を終わらなくとも何度

でも印刷できます。 

 

ヘルプボタンを押すと左図のような

Excel のワークシートが現れます。 

ここに各ボタンの詳しい説明が表示

されています。各ボタンの内容は各ボ

タンに表示されている番号と左図の

左側の番号に対応しています。 

一番左上か一番左下にある「開始メニ

ューへ」のボタンをクリックすると再

び上図の開始メニューへ戻ります。 



 

初めて Inputonev2010 を使うとき

は､「１．年度末処理」のボタンを押

します。ここでは､左図のように商

号・屋号/住所/代表者/電話/決算期/年

度を入力します。 

特に決算期と年度は必ず入力して下

さい。 

一番下の左側のボタン「期首残高繰

越」は､1 年間の決算が終了した時､

期末現在高を翌年の期首残高に更新

するときに押します。期中では絶対に

押さないで下さい。期首残高が更新さ

れてしまいます。 

この Inputonev2010 では、年度は期

末月の年を基準にして下さい。 

以上の入力が終了したら､「開始メニ

ューへ戻る」ボタンを押して開始メニ

ューへ戻ります。 

 

2 番の「前期末入力」ボタンを押すと

左図のような画面が表示されます。チ

ェックボタンをクリックして､「選択」

ボタンを押して下さい。一番上の貸借

対照表前年度末残高入力は前年度実

績がある方は､必ず入力して下さい。

そうしないと現在残高が､正しく表示

されません。新しく事業を始めた方

は､ここでの入力は必要ありません

が､勘定科目名の追加・変更・削除を

ここでも行うことが､出来ます。開始

メニューから勘定科目の変更を行っ

てもどちらでも構いません。 

損益計算書前年度実績は､必ずしも入

力しなくとも構いませんが､入力して

おくと前年対比を簡単に見ることが

出来ます。試しに損益計算書を印刷し

てみてください。 



 

貸借対照表前年度末残高入力を選択

すると左図の画面が表示されます。 

残高を入力したい勘定科目を左下の

リストから選択して下さい。 

選択すると一番上の左３つのテキス

トボックスに選択された勘定科目が

表示されますので､その右側の「期首

借方金額」又は､「期首貸方金額」の

欄に金額を入力して下さい。その後必

ず､「修正登録」ボタンを押して下さ

い。そうしないと金額が正しく反映さ

れません。 

勘定科目を修正したいときは､その科

目を選択して上の３つのテキストボ

ックスに表示させてから､その表示さ

れたテキストボックスを変更して「修

正登録」ボタンを押して下さい。新し

く追加する場合には､まず初めにどの

勘定科目の上に追加するかを選択し

てから､「勘定科目追加」ボタンを押

して下さい。 

 

損益計算書前年度実績入力を選択す

ると左図のような画面が表示されま

す。 

上図の貸借対照表と同じ方法で､入力

して下さい。 



 

2 番の前期末入力が終了したら､開始

メニューへ戻ります。以上で､初期設

定は終了です。消費税の計算や資金繰

り表等複雑なことは出来ませんが､そ

の分一般的な経理ソフトにありがち

な､複雑な初期設定もありません。パ

ソコンに詳しくなくとも誰でもでき

る経理ソフトになっていると思いま

す。 

 

以上が終了すれば､4 番の伝票入力に

取り掛かれますが､その前に 3番のテ

スト入力を試してみてください。この

テストデータで､いかに 1 回の入力

で､各種帳簿・貸借対照表・損益計算

書が簡単に出来るかを体験して見て

下さい。ある程度の規模になるまで

は､高い経理ソフトを使わなくとも十

分適応可能だと思われます。税務上は

もちろん､青色申告の 65 万円控除が

受けられます。 

 

3 番のテスト入力ボタンを押すと左

図のようなメッセージが表示されま

す。「OK」ボタンをおして下さい。 



 

「OK」ボタンを押すとテスト入力ボ

タンは､テスト入力取消ボタンに変わ

ります。テスト中の間は､「現在テス

ト中です。」という表示が赤で表示さ

れていますので､元データと間違うこ

とは､あまりないと思います。 

テスト中のまま､Inputonev2010 を

終了してもその状態は､「テスト入力

取消」ボタンを押すまで､そのまま保

存されます。これは､最初の時だけで

なく､いつでも行うことが､出来ます。

また､このテストデータをうまく使う

ことによって年間のシュミレーショ

ンも可能です。 

やり方は､11 番の開始メニュー終了

を押して Excel のワークシートを表

示させます。「テストデータ」のワー

クシートのデータを全てクリアーし

て､「ピボットデータ」のワークシー

トデータを実績値としてコピーしま

す。そのデータに加えて予測データを

「テストデータ」に直接又は､通常と

同じように「テスト入力」で入力すれ

ば､各種帳簿・B/S・P/L はそのデータ

をもとに作成されます。テスト入力取

消を押せば､もとに戻ります。 

 

「テスト入力」ボタンを押すと左図の

ようなメッセージが表示されます。

「OK」ボタンを押してテストモード

に入ってください。 



 

 

テストモードに入ると 5 番の「月末

処理」で各種帳簿を確認したり､4 番

の「伝票入力」を試したり出来ます。

まず､「伝票入力」ボタンを押して見

ましょう。 

 

4 番の「伝票入力」ボタンを押すと左

図のようなカレンダーが表示されま

す。ディフォルトは今日の日付になっ

ていますので､特に前年のデータを入

力するときは､年の選択も忘れずに行

ってください。 

右上の会計処理月は､月次決算を行う

場合､領収書の日付が､翌月になって

いるが､毎月発生する金額なので､当

月に取り入れたいときに変更します。

普通は､そのままで構いません。 

カレンダーの日付をクリックすると

確認メッセージが表示されます。 

 

良ければ､「OK」､間違っていれば､

「キャンセル」ボタンを押します。 



 

伝票入力の画面が表示されます。 

 

処理月・帳票日付・伝票 No.（自動採

番されます）を確認して､よければ入

金支払先の右側の矢印をクリックす

ると､すでに登録されている入金支払

先が表示されます。 

表示されない場合には､上の「入金支

払先登録」ボタンを押して新規に登録

します。 

伝票入力の途中でも出来ますが､ある

程度先に登録しておくと伝票入力が､

効率的に行えます。 

リストにない場合､新しく登録しなく

ともこの欄に直接入力すれば､仕訳に

は反映されますが､入金支払先マスタ

ーには登録されませんので､次回同じ

入金支払先が発生したときもまた直

接入力しなければなりません。ほとん

ど発生しない場合にはいいでしょう

が､よく発生する取引先は､登録して

おいたほうがいいでしょう。 



 

摘要の選択又は､登録・直接入力も上

記の入金支払先と同じです。 

この摘要と入金支払先は､必須入力ア

イテムですので､空欄のままですと､

ワーニングメッセージが表示され､先

に進むことが､出来ません。 

この下の「明細」欄は､任意入力アイ

テムですので､特に必要なければ､何

も入力せず空欄のままでも構いませ

ん。 

 

勘定科目の入力は､以前のバージョン

1.01 では必ず､選択しなければいけ

ませんでしたが､勘定科目が多いとい

ちいち選択するのが､めんどうになる

かたがいらっしゃったかとも思われ

ますが､このバージョン 2 では､ここ

に直接入力しても選択できるように

なりました。例えば､左図のように「広

告宣伝費」を入力する時に最初の「広

告」の文字を確定させれば､残りの「宣

伝費」が自動的に表示されます。似た

ような勘定科目は､上下の矢印キーで

選択候補を選びなおせます。全ての勘

定科目名を入力しなくとも自動的に

呼び出してきます。 

 

但し､登録されていない勘定科目の場

合には左図のようなメッセージが表

示され､ドロップダウンリストが現れ

ますので､そこから選択しなおしてく

ださい。登録されていない勘定科目は

開始メニューに戻ってから登録して

下さい。 



 

登録されていない勘定科目の場合､左

図のようにドロップダウンリストが

表示されますので､ここで正しい勘定

科目を選択するか､右側の「キャンセ

ル」ボタンを押して一度伝票入力画面

から抜け開始メニューに戻ってから､

勘定科目を登録して下さい。 

入金支払先や摘要と違って､勘定科目

の場合前期のデータや過去のデータ

に全て影響してしまうため､この伝票

入力画面からは､扱えないようにして

あります。（ただしこれは私の個人的

見解なので､もしご意見があればご連

絡ください。次のバージョンアップの

時の参考意見にさせていただきたい

と思います。） 

借方・貸方金額は､勘定科目を選択し

てからここに表示されている番号順

に入力されるとマウスをいちいち持

ち替えなくとも済みますので､効率的

に入力できると思われます。 

 

入力が終わりましたら､右上の「転記」

ボタンを押すと左図の確認メッセー

ジが表示されますので､伝票入力を続

ける時は､「はい」を､止める時は､「い

いえ」を選択します。 

 

伝票入力で「いいえ」を選択すると左

図の開始メニューへ戻りますので､次

はいよいよ帳簿や財務諸表の印刷で

す。 

この開始メニューには､「５．月末処

理」と表示されていますが､別に月末

でなくともいつでも現在の各帳簿の

状態や､財務諸表の状態を表示できま

す。 

特に､月別損益計算書は経営状態を一

目で判断できますので､たびたび見ら

れておくほうが､いいと思われます。 



 

「5.月末処理」ボタンを押すと左図の

ようなメッセージが表示されます。 

 

印刷メニュー画面が表示されますの

で､お好きな項目を選択して下さい。 

順番は､ありませんのでどの項目から

始められても構いません。 

 

現金出納帳・預金出納帳・仕訳帳のボ

タンを押すと左図のように印刷する

月の選択画面が表示されます。 

 

何月から何月まで印刷するのかを右

側の矢印をクリックして選択して下

さい。 



 

「OK」ボタンを押すと確認の画面が

出ますので､「はい」を選択します。 

 

Excel の印刷プレビューが表示され

ますので､良ければ､左上の「印刷」ボ

タンを押して下さい。 

通常の Excel と同じように各種「設

定」や「余白」の調整もすることが出

来ます。 

「印刷」ボタンを押すとプリンターの

設定画面が通常の Excel の印刷の時

と同じように表示されますので､

「OK」ボタンを押して印刷します。

終了すると印刷メニューへ戻ります。 

印刷を行わない場合は､右上の「閉じ

る」ボタンを押せば､印刷メニューへ

戻ります。 

左図は現金出納帳の例です。罫線や表

示形式は､Excel のワークシート「現

金出納帳」を直接編集することが､出

来ますが､集計を解除するとプログラ

ムに支障をきたす場合がありますの

で､このワークシートを別のブックに

コピーして編集することをお薦めし

ます。 

 

左図は預金出納帳の例です。 



 

「総勘定元帳」ボタンを押すと左図の

ように月と勘定科目を選択する画面

が表示されます。勘定科目はいくつで

も選択できます。 

但し､総勘定元帳は全仕訳データを参

照しますので､作成するのにある程度

時間がかかりますので､「全て」を選

択された場合は､現金・預金勘定は､

「取消」ボタンを押して含めないよう

にすると多少作成時間が､短くなりま

す。 

 

左図が総勘定元帳の一例です。 

会計処理月別に集計されます。 



 

左図が仕訳帳の一例です。 

 

左図が月別試算表の 2ページ目です。 

一番下の「合計」の行が全て「0」に

なっていなければ､貸借に違いがある

ことになります。仕訳で使用している

勘定科目名がちゃんと登録されてい

ないと差が生じることがあります。 



 

左図が月別損益計算書です。 

収益項目（売上・受取利息等）は､マ

イナスの赤字で表示されています。 

バージョン 2.21 からは青色になりま

す。 

 

左図は月別損益計算書の 2 ページ目

です。 

一番下が当期利益（損失）です。 

マイナスの赤字が利益となります。マ

イナスや赤字がお嫌いならば､この

「月別損益計算書」の Excel のワーク

シートを別のブックにコピーして､表

示形式を括弧にしたり､プラス・マイ

ナスを逆にしたりしてください。 



 

左図が貸借対照表の例です。 

ご自分で､登録した勘定科目が「表示

科目」で集計され何も手を加えずに自

動的に集計されます。 

必要ない勘定科目は削除しますとこ

こには表示されません。必要になった

時に追加登録すれば､また表示されま

す。 

 

左図が損益計算書の例です。 



 

損益計算書の拡大図です。 

 

各種帳簿の印刷が終了するとそれぞ

れ左図の印刷メニューに戻ります。 

必要な印刷が終了した時は､開始メニ

ューに戻って､Inputonev2010 を保

存して終了します。 



 

以上が処理の手順です。 

伝票修正・伝票検索・入金支払先登

録・摘要登録・勘定科目登録は､ヘル

プに解説が載っていますので､そちら

を参照してください。 

この Inputonev2010 はパソコンに詳

しくなくとも､Excel に詳しくなくと

もまた経理に詳しくなくともどなた

にでも出来るように作ったつもりで

す。なにかご意見がございましたら､

ご遠慮なくご連絡ください。 

  

 

 


